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⑭明倫小学校で防火の集い

柴糞から守ろう

わが寄・わが町
～消火訓練やチビッコ消防士の体験学習～

まちのうごき
（平成3年10月末）

世帯数1，212（±0）
人　口　4，640人（－8）
（男）　2，239人ト5）
（女）　2，401人（一3）

Soumu
楕円

Soumu
楕円



2

平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
第
七
回
町
議
会
定
例
会
（
会

期
9
月
1
9
日
～
2
5
日
）
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
二
十
八

億
六
千
二
百
三
十
六
万
六
千
円
、

歳
出
は
、
二
十
七
億
六
千
九
百
三

十
八
万
六
千
円
と
な
り
、
差
し
引

き
九
千
二
百
九
十
八
万
円
が
平
成

三
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

十
特
別
会
計
並
び
に
二
企
業
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

平
成
元
年
度
に
比
べ
て
二
億
二

千
五
百
四
十
八
万
六
千
円
（
対
前

年
比
一
〇
八
・
五
五
％
）
　
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と

私
た
ち
が
納
め
る
税
金
（
町
税
）

が
一
番
多
く
て
、
十
一
億
六
千
六

百
八
十
九
万
五
千
円
（
全
体
の
4
0

・
7
7
％
）
。

つ
い
で
、
町
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
賃
が
交
付
し
て
く
れ
る

お
金
（
地
方
交
付
税
）
が
、
六
億

三
千
九
百
六
十
九
万
円
（
全
体
の

2
2
・
3
5
％
）
。

県
か
ら
の
支
出
金
が
、
三
億
二

千
五
百
九
十
五
万
三
千
円
（
全
体

の
1
1
・
3
9
％
）
で
三
番
目
に
多
く
、

続
い
て
町
の
借
金
（
町
債
）
が
一

億
八
千
四
百
六
十
万
円
（
全
体
の

6
・
4
5
％
）
こ
れ
ら
が
主
な
も
の

で
す
。

診

第249号

過疎から脱却

27億6，900万円
その他　6．771万6千円（2．37％）

11億6．689万5千円

（40．77％）

1億1，054万5千円（3．86％）

歳　　入

金7．778万5千円（2．72％）

3億2，595万3千円

（11．39％）

地方交付税

6億3．969万円

（22．35％）

28億6，236万6千円

財産収入　9，829万8千円（3．43％）

繰越金　6．819万3千円（2．38％）

その他5，591万6千万（1

繰入金　6，677万5千円（2．33％）

固定資 産税

1 0億 3 ，2 19万 8千 円

（8 8 ．5％）

亀

町 税 の 内 訳

1 1億

6 ，6 8 9 万 5 千 円

町　 民　 税 た ・ぽ こ 税

1億 1 ．1 3 2万 6千 円 1 ，6 1 1万 7千 円

（9 ．5％ ） （1 ．4％）

一至 ‘i‘， 声＝ フ　十■

軽 自動 車税 特 別土地 保 有税

6 8 9万 4千 円 3 6万 円

（0 ．6％ ） （0 ．0 3％ ）

◇特別会計決算（単位：千円）
会　　　　 計 歳　　　 入 歳　　　 出

国 民 健 康 保 険 事 業

事 業 勘 定 3 3 0 ， 6 0 5 2 9 5 ， 7 6 6

施 設 勘 定 8 ， 4 0 2 5 ， 6 9 9

簡 易 水 道 事 業 3 6 ， 6 6 3 3 4 ， 5 7 6

住 宅 新 築 資 金 等

貸 付 事 業 8 ， 7 9 9 7 ， 7 0 3

老 人 居 室 整 備 資 金

貸 付 事 業 3 、 6 9 7 3 ， 4 4 5

障 害 者 住 宅 整 備 資

金 貸 付 事 業 2 ， 3 7 1 2 ， 3 6 8

老　 人　 保　 健 4 2 6 ． 2 3 0 4 1 0 ， 8 3 2

米　 沢　 財　 産　 区 6 ， 1 7 7 4 ， 9 9 7

神 奈 Jl 財 産 区 2 ， 0 4 0 1 ， 3 6 5

江　 尾　 財　 産　 区 9 ， 4 6 3 8 ． 6 1 9

◇事業会計決算（単位：千円）
会　　　　 計 収　　　 入 支　　　 出

奥 大 山 国 民 宿 舎

山 荘 甘 酒 茶 屋 1 6 2 ， 1 2 1 1 4 5 、 5 5 1

索　 道　 事　 業 6 8 ， 9 1 4 4 1 ， 0 8 3

Soumu
四角形
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第249号

歳出

凸

一般会計性賞別歳出

・建
設
事
業
費

ノヽ健
一ヒヽ
凸

入
室蛋 －

璽

公
債

五
元
方

九プヾ⊂⊃万

裏
・七万

垂
補

億
六

物
白
犬 横

億
六

円 四千
円

九千
円

費 畠
万
円

助
費

Eヨノ‾ヽ万
円

件
費

万
幸

円

立
金

芋口

平
成
元
年
度
に
比
べ
て
二
億
六

十
九
万
九
千
円
（
対
前
年
比
一
〇

七
・
八
一
％
）
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
三
年
三
月
末
の
世
帯
数

（
一
、
二
二
世
帯
）
、
人
口

（
四
、
六
五
一
人
）
で
計
算
す
る

と
、
一
世
帯
当
た
り
二
百
二
十
八

万
六
千
八
百
五
十
九
円
、
町
民
一

人
当
た
り
五
十
九
万
五
千
四
百
三

十
九
円
を
使
っ
た
こ
と
に
を
り
ま

す
。使

っ
た
お
金
を
性
質
別
に
み
て

み
ま
す
と
、
建
設
事
業
費
（
投
資

的
経
費
）
が
八
億
七
千
八
百
三
十

九
万
円
（
全
体
の
3
1
・
7
％
）
で

一
番
多
く
、
人
件
費
（
義
務
的
経

費
）
が
五
億
二
千
九
百
六
十
万
四

千
円
（
全
体
の
1
9
・
1
％
）
、
今

ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
の
借
入

金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費

（
義
務
的
経
費
）
が
、
三
億
七
千

三
百
六
十
七
万
九
千
円
（
全
体
の

1
3
・
5
％
）
、
補
助
金
を
ど
補
助

費
（
そ
の
他
）
が
、
三
億
三
百
三

十
四
万
円
（
全
体
の
1
0
・
9
％
）

の
順
に
を
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
費
目
別
に
は
農
林
水
産

業
費
が
五
億
九
千
四
百
三
十
三
万

九
千
円
（
全
体
の
2
1
・
5
％
）
で

一
番
多
く
、
次
い
で
総
務
費
の
四

億
三
千
五
百
四
十
三
万
九
千
円

（
全
体
の
1
5
・
7
％
）
、
公
債
費

の
三
億
七
千
三
百
六
十
七
万
九
千

円
（
1
3
・
5
％
）
と
続
い
て
い
ま

す
。農

林
水
産
業
費
は
、
主
に
農
道

整
備
（
瓜
菜
沢
農
道
改
良
舗
装
工

事
）
、
ほ
場
整
備
事
業
（
栗
尾
地

区
は
場
整
備
）
、
県
営
は
場
整
備

事
業
（
下
蚊
屋
、
江
尾
宮
市
）
、

農
村
基
盤
総
合
整
備
（
助
沢
団
地

は
場
整
備
、
助
沢
多
目
的
集
会
施

設
建
設
）
、
同
和
対
策
（
湯
頭
は

場
整
備
）
、
林
道
開
設
事
業
（
杉

谷
貝
田
線
開
設
工
事
）
を
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
費
は
、
主
に
公
有
財
産
の

管
理
、
過
疎
バ
ス
対
策
、
総
合
開

発
事
業
（
チ
ロ
ル
の
里
特
産
品
等

流
通
販
売
施
設
建
設
）
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
（
ひ
と
づ
く
り
事

業
）
、
水
力
発
電
所
在
交
付
金
事

業
（
佐
川
地
区
テ
レ
ビ
共
聴
施
設

設
置
）
、
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
）
、

1
　
（
単
位
健
）

一人あたり

一世帯あたり

豊8万7千円

江
尾
駅
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
公
債
費
は
前
年
に
対
し

九
十
九
・
四
七
％
と
減
少
し
て
お

り
、
公
債
費
比
率
も
、
一
〇
・
八

％
（
元
年
度
県
下
市
町
村
平
均
十

二
・
九
％
）
と
低
下
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
江
府
町
歳
入
歳
出

決
算
審
査
意
見
書
で
は
総
括
と
し

て
、
「
国
、
地
方
を
通
じ
て
行
財

政
の
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

住
民
の
要
求
は
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
中
、
本
町
に
お
い
て
は
　
『
財

政
の
健
全
化
を
基
調
と
し
た
財
政

運
営
に
留
意
し
、
経
常
経
費
の
節

減
に
努
め
る
』
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
効
率
性
も
十
分
考
慮
し
っ

つ
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、

町
当
局
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

平
成
2
年
4
月
施
行
の
新
過
疎

法
に
よ
り
、
本
町
永
年
の
念
願
で

あ
っ
た
『
過
疎
か
ら
の
脱
却
』
が

名
目
の
上
で
は
実
現
し
ま
し
た
が
、

財
政
力
指
数
以
外
の
人
口
定
住
条

件
等
の
実
態
は
少
し
も
解
消
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

過
疎
団
体
と
し
て
の
経
過
措
置

は
適
用
さ
れ
る
も
の
の
、
今
後
年

次
的
に
俣
野
川
発
電
所
に
係
る
資

産
が
償
却
し
固
定
資
産
税
が
大
巾

に
減
額
と
を
る
た
め
、
自
主
財
源

の
確
保
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
と

を
り
ま
す
。

ま
た
、
時
代
の
進
展
と
共
に
、

地
方
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
諸
問
題

は
複
雑
多
岐
と
在
り
、
事
務
、
事

業
量
も
極
め
て
増
大
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
は
、
人
材
の
確
保
、
育
成
と
資

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
緊
急
を

要
し
ま
す
。

今
後
予
算
の
執
行
に
当
っ
て
は
、

緊
急
性
、
公
共
性
、
事
業
効
果
等

全
般
に
わ
た
っ
て
詳
細
を
調
査
、

検
討
を
加
え
、
積
極
的
な
取
り
組

み
と
地
域
活
性
化
の
た
め
一
層
の

努
力
を
要
望
し
ま
す
。
」
と
決
算

審
査
の
結
果
と
今
後
の
町
業
財
政

に
対
す
る
要
望
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

Soumu
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（4）第249号

紅葉の奥大山で
大根抜きに挑戦　わだい

～魚崎町の元疎開児童ら四十五名～

十
月
二
十
一
日
、
神
戸
市
東
灘

区
魚
崎
町
協
議
会
（
寺
内
岸
会
長
）

の
一
行
四
十
五
名
が
来
町
、
深
ま

り
行
く
秋
の
奥
大
山
の
自
然
を
満

喫
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

魚
崎
町
と
は
学
童
疎
開
が
取
り

持
つ
縁
で
交
流
を
続
け
て
い
る
も

の
で
、
今
年
九
月
に
は
江
府
町
か

ら
魚
崎
町
を
訪
れ
て
町
の
特
産
品

の
即
売
会
を
行
う
を
ど
、
お
互
い

に
活
発
を
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
行
は
、
昼
前
に
到
着
。
当
時

の
疎
開
先
東
祥
寺
を
訪
れ
た
後
、

笠
良
原
へ
。
小
椋
利
春
さ
ん
の
大

根
畑
で
高
原
大
根
抜
き
を
体
験
、

農
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

夜
は
山
荘
甘
酒
茶
屋
で
地
元
有

志
と
交
歓
会
を
お
こ
を
い
、
伝
統

芸
能
の
荒
神
神
楽
を
楽
し
む
を
ど

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ト
大
根
抜
き
を
楽
し
む
魚
幡
町
の
み
な
さ
ん

（
笠
鳥
原
で
）

江府町‾二乙．＿＿西ノ島町（姉妹町）

田自宅田虫
～経済の活性化と特産品振興に期待～

▲西ノ島町産業文化祭で「奥大山チロルの里物産展」

十
月
二
十
五
日
、
姉
妹
町
の
西

ノ
島
町
と
本
町
と
の
経
済
交
流
を

促
進
し
よ
う
と
、
「
江
府
町
・
西

ノ
島
町
経
済
交
流
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
設
立
総
会
は
、

西
ノ
島
町
の
商
工
会
館
で
、
両
町

の
行
政
、
農
協
、
郵
便
局
、
商
工

会
を
ど
か
ら
関
係
者
約
二
十
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
、
規
約
の
制
定
、

事
業
計
画
を
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

ま
た
、
規
約
に
基
づ
い
て
役
員

の
選
出
も
行
わ
れ
、
西
ノ
島
町
の

岡
田
町
長
が
会
長
に
、
江
府
町
の

福
田
町
長
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

ト
高
原
野
菜
な
ど
特
産
品
が
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
今
後
様
々

な
交
流
事
業
を
行
い
両
町
の
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
交
流
事
業
の
手
始
め
と
し

て
、
翌
二
十
六
日
に
は
浦
郷
港
で

行
わ
れ
た
西
ノ
島
町
産
業
文
化
祭

に
参
加
、
「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

物
産
展
」
で
江
府
町
の
特
産
品
を

展
示
即
売
。
ま
た
、
十
一
月
二
日
、

三
日
の
農
協
ま
つ
り
に
は
西
ノ
島

町
か
ら
徳
若
産
業
課
長
ほ
か
十
名

が
参
加
、
西
ノ
島
町
の
産
業
特
産

品
を
展
示
即
売
。
両
町
の
特
産
品

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
交
流
を
温
め

ま
し
た
。

Soumu
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第249号

し
め
縄
作
り

十
月
十
六
日
、
熊
野
神
社
の
秋

祭
り
（
十
月
十
九
日
）
を
前
に
、

池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
（
加
藤
和
紀

会
長
、
会
員
四
十
六
名
）
　
で
は
神

社
の
清
掃
奉
仕
と
し
め
縄
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

熊
野
神
社
の
清
掃
奉
仕
は
年
間

四
回
、
俣
野
地
区
の
三
つ
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
交
替
で
行
っ
て
い
る
も

－
池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
！

の
で
、
秋
は
毎
年
池
の
内
老
人
ク

ラ
ブ
が
担
当
。
取
れ
た
て
の
新
し

い
藁
で
神
社
の
し
め
縄
を
作
り
、

毎
年
取
り
替
え
て
い
る
。

こ
の
し
め
縄
作
り
は
、
昭
和
三

十
八
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、

今
年
も
大
き
な
し
め
縄
が
約
半
日

が
か
り
で
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
大
詰
め

九
月
に
再
開
さ
れ
た
ウ
ル
グ
ア

イ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
ガ
ッ
ト
の
新
多

角
的
貿
易
交
渉
）
の
農
業
交
渉
は

年
内
決
着
に
向
け
大
詰
め
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

遭
　
　
こ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

を
め
ぐ
り
、
コ
メ
の
市
場
開
放
・

自
由
化
が
国
内
外
の
一
部
か
ら
主

張
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国

民
の
主
食
で
あ
り
、
日
本
農
業
の

根
幹
で
あ
る
コ
メ
の
市
場
開
放
が

行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
生
産
者
の
み

な
ら
ず
、
消
費
者
、
国
民
全
体
に

大
き
を
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

江
府
町
に
お
い
て
は
、
今
年
の

六
月
議
会
定
例
会
で
、
「
コ
メ
の

輸
入
自
由
化
反
対
」
の
議
会
決
議

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

〃

≠

《

．

．

ト
秋
祭
り
を
ま
え
に
し
め
縄
作
り

↓
今
年
は
台
風
の
た
め
手
で
刈
り
と
り

米
市
場
開
放
阻
止
と
食
料
・
農
業
基
本
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

囁
川
一，

l
ノ
ー
本
町
五
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
ー

l

（5）

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
江
尾
本
町

五
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
（
上
田
義
明

会
長
、
会
員
五
十
二
名
）
で
は
十

月
十
八
日
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
5
月
に
手
植
え
を
し
た
た
ん

ぼ
約
十
ア
ー
ル
を
会
員
約
二
十
名

で
稲
刈
り
。

今
年
は
台
風
の
影
響
で
稲
が
倒

れ
た
た
め
機
械
が
ほ
と
ん
ど
使
え

ず
、
昔
な
が
ら
に
鎌
を
も
っ
て
全

員
で
手
刈
り
作
業
。
約
一
日
が
か

り
で
稲
刈
り
を
終
え
ま
し
た
。

ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
を
は
じ
め
と

し
て
、
米
の
市
場
解
放
圧
力
が
一

段
と
強
ま
り
、
国
内
農
業
保
護
水

準
の
削
減
や
農
産
物
の
内
外
価
格

差
の
縮
小
を
求
め
る
声
が
一
層
強

ま
る
を
ど
、
日
本
農
業
に
対
す
る

攻
撃
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
価
格
形
成
の
場
の
開
始
、

全
体
需
給
は
均
衡
し
て
い
る
が
自

主
流
通
米
は
過
剰
で
あ
る
こ
と
、

政
府
米
の
役
割
と
機
能
が
低
下
し

て
い
る
な
ど
、
食
管
運
営
の
弾
力

化
が
進
む
も
と
で
、
稲
作
経
営
の

先
行
き
に
対
す
る
農
家
の
不
安
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
農
業
者
が
安

心
し
て
営
農
に
い
そ
し
め
る
よ
う

米
市
場
解
放
阻
止
と
食
料
農
業
基

本
政
策
の
確
立
に
つ
い
て
次
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

一
、
わ
が
国
農
業
の
基
幹
で
あ
り
、

国
民
の
主
食
た
る
米
に
つ
い
て

は
国
内
で
自
給
し
、
米
市
場
解

放
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

二
、
わ
が
国
経
済
社
会
に
お
け
る

水
田
農
業
の
役
割
と
機
能
を
明

確
に
位
置
づ
け
、
生
産
農
家
が

安
心
し
て
営
農
に
励
め
る
食
料

・
農
業
基
本
政
策
を
確
立
す
る

こ
と
。

江
府
町
議
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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交
通
遺
児
育
成
資
金
貸
付
・
重
度
後
遺

障
害
者
介
護
料
支
給
の
こ
あ
ん
な
い

第249号

「
N
H
K
海
外
た
す
け

あ
い
」
に
協
力
を
〃
‥

海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援

助
の
手
を
差
し
の
べ
る
　
「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
が
今
年
も
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
募
集
目
標
額
は
十
億
円

で
、
主
に
自
然
災
害
や
戦
争
・
紛

争
等
に
よ
る
緊
急
援
助
事
業
及
び

発
展
途
上
国
を
対
象
と
し
た
発
展

協
力
事
業
の
充
実
・
発
展
に
役
立

て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

◇
期
　
　
間

十
二
月
一
日
～
二
十
五
日

◇
義
援
金
取
次
窓
口

N
H
K
各
放
送
局
、
郵
便
局
、

取
扱
い
表
示
の
あ
る
金
融
機
関
、

農
業
協
同
組
合
を
ど
。

◇
主
　
　
催

日
本
赤
十
字
社
、
N
H
K
、
N

H
K
厚
生
文
化
事
業
団

（
政
府
出
資
法
人
）
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
を

ら
れ
た
方
の
お
子
さ
ん
（
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
中
学
生
ま
で
）
に
対
し
て

次
の
条
件
で
、
無
利
子
の
育
成
資

金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

☆
貸
付
申
込
み
老

そ
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者

☆
貸
付
金
額

は
じ
め
に
一
時
金
十
四
万
円

毎
月
一
万
七
千
円

入
学
支
度
金
三
万
九
千
円

☆
貸
付
期
間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学

卒
業
の
月
ま
で

☆
返
還
時
期

中
学
卒
業
後
、
一
年
間
据
え
置

い
て
か
ら
月
賦
に
よ
る
二
十
年

以
内
の
均
等
私
で
返
還
。

但
し
、
高
校
・
大
学
へ
進
学
し

た
場
合
は
、
在
学
中
返
還
を
猶

予
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
自
動
車

事
故
に
よ
っ
て
重
度
の
後
遺
障
害

者
と
を
ら
れ
た
方
に
対
し
介
護
料

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
支
給
金
額

入
院
介
護
の
場
合
日
額
四
千
円

自
宅
介
護
の
場
合
日
額
二
千
円

詳
し
く
は
、

鳥
取
市
丸
山
町
二
一
九
の
一

政
府
出
資
法
人
（
運
輸
省
所
管
）

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

鳥
取
支
所

℡
〇
八
五
七
（
二
四
）
〇
八
〇
二

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

／仙洞週
／

権入団
H

三十四
・

第
日～10日／′′′

／

4月2
1
㌧

こ
の
機
会
に
今
一
度
人
権
の
尊

重
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

ヽ

一

　

〇

も
し
、
み
な
さ
ん
が
生
活
の
中

で
困
ら
れ
た
り
、
人
権
を
無
視
さ

れ
て
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
を

い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

お
近
く
の
法
務
局
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

江
府
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

安
江
久
夫
さ
ん
（
洲
河
崎
℡
7
5
・

2
2
0
8
）
と
野
口
是
さ
ん
（
新

町
一
丁
目
℡
7
5
・
2
8
0
6
）
で

す
。

災
害
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

台
風
1
9
号
に
よ
る
災
害
に
対
し
、

「
災
害
住
宅
復
興
住
宅
資
金
貸
付

け
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

受
付
期
間
は
災
害
発
生
の
日
か

ら
2
年
間
で
、
災
害
復
興
住
宅
の

建
設
資
金
、
購
入
資
金
、
及
び
補

修
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◇
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方災
害
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
、
賃
借
人
ま
た
は
居
住
者

で
、
所
定
の
条
件
を
満
た
す
方
。

◇
融
資
の
条
件

＊
建
設
及
び
新
築
・
中
古
購
入

は
住
宅
に
五
割
以
上
の
被
害

を
受
け
た
場
合

＊
補
修
は
住
宅
に
十
万
円
以
上

の
被
害
を
受
け
た
場
合

◇
問
い
合
わ
せ
先

く
わ
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

中
国
支
店
（
℡
0
8
2
・
2
2
1

・
8
7
1
6
）
ま
た
は
、
住
宅
金

融
公
庫
の
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役場業務時間の変更

12月から始業時間を

午前8時30分に変更しまれ

皆様のご理解ご協力をお願いします。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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妊娠から出産・子育てまで

（7

重
義
に
の
の
至
眉
瀧

女
性
に
と
っ
て
妊
娠
は
、
人
生
を
左

右
す
る
大
き
な
〝
転
期
〟
で
す
。
な
か

で
も
、
結
婚
し
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
、

医
師
の
「
妊
娠
で
す
よ
」
　
の
一
言
は
、

最
上
の
喜
び
と
も
な
る
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
「
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産
め
る
だ

葉
で
も
態
度
で
も
い
い
の
で
す
。
そ
し

て
、
花
一
輪
や
ハ
ン
カ
チ
一
枚
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
添
え
れ

ば
、
妻
は
な
お
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
間
中
、
ず
っ
と
夫
が

喜
ん
で
い
る
気
持
ち
が
妻
に
通
じ
て
い

ろ
う
か
」
「
妊
娠
中
の
生
活
は
、
ど

う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」
な
ど
、
不
安

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
、
女
性
の
心
の
寄
り

ど
こ
ろ
に
な
る
の
が
、
パ
ー
ト
ナ

ー
た
る
夫
で
す
。
夫
の
、
妊
娠
に

対
す
る
理
解
や
支
援
な
く
し
て
は
、

妻
は
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
妻
が
妊
娠
し
た

と
き
に
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
　
「
夫
に
望
ま
れ
る
三

つ
の
態
度
」
　
を
紹
介
し
ま
す
。

喜
び
を
素
直
に
表
す

第
一
に
、
妻
が
妊
娠
し
た
と
分

か
っ
た
ら
、
夫
と
し
て
の
喜
び
を

素
直
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。
言

犬に望まれる三つの感度

れ
ば
、
妻
は
垂
い
つ
わ
り
も
出
産

の
痛
み
に
も
耐
え
る
勇
気
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も
し
、

夫
に
こ
う
し
た
態
度
が
み
ら
れ
な

い
と
、
妻
は
夫
へ
の
信
頼
を
な
く

し
、
妊
娠
、
出
産
そ
し
て
育
児
へ

の
前
向
き
な
姿
勢
を
失
い
か
ね
ま

せ
ん
。産

婦
人
科
に
行
こ
う

第
二
に
、
妊
娠
期
間
中
、
一
度

は
夫
も
産
婦
人
科
に
同
伴
し
、
ど

の
よ
う
な
出
産
を
し
た
い
か
な
ど

を
、
医
師
と
話
し
合
っ
て
く
だ
さ

い
。
セ
ッ
ク
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の

あ
な
た
に
は
、
医
師
か
ら
伝
え
た

い
こ
と
が
、
実
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
で
す
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
質
問
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

「
男
が
産
婦
人
科
に
な
ん
か
行
け
る

か
」
と
い
う
意
識
を
変
え
、
勇
気
を
出

し
て
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
休
暇
を

と
つ
て
で
も
、
同
伴
す
る
価
値
は
あ
る

と
思
い
ま
す
よ
。

妻
の
意
思
を
尊
重
す
る

第
三
に
、
妊
娠
し
た
の
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
生
活
一
般
や
外
出
に
極
端
に
過

保
護
に
な
っ
た
り
、
仕
事
や
運
動
を
禁

止
し
た
り
す
る
の
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
も
、
妻
の
意
思
を
尊
重

す
る
態
度
を
と
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

案
外
簡
単
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
喜
び

も
苦
労
も
と
も
に
分
か
ち
合
い
た
い
と

い
う
妻
の
囁
い
は
、
こ
ん
な
さ
さ
い
な
一

つ
一
つ
の
こ
と
を
す
る
だ
け
で
、
実
現

に
一
歩
近
づ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
を
′

警
察
で
は
、
1
1
月
中
を
指
名
手

配
被
疑
者
の
捜
査
強
化
月
間
と
し

て
追
跡
捜
査
を
行
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
の
指
名

手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見

掛
け
た
り
、
指
名
手
配
被
疑
者
に

関
す
る
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
、

ど
ん
を
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
か
ら
警
察
ま
で
ご
一
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
溝
口
警
察
署

℡
〇
八
五
九
二
八
二
）
〇
五
二

平成3年12月開設
人権、行政、心配ごと相談所

と　き12月4日（水）
午前9時～正午

ところ　江府呵山村開発センター

相談員　安江久夫人権擁護委員

野口　是人権擁護委員

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

オ
ー
ス
ト
リ
ア
チ
ロ
ル
州

視
察
報
告
そ
の
①

企
画
開
発
課
長
　
竹
内
敏
朗

江
府
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
に
町
の
活
性
化
構
想
と
し
て
、

「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
構
想
」
を

策
定
し
、
自
然
が
詩
う
里
づ
く
り

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
構
想
は
、
豊
か
な
自
然
と

の
関
わ
り
の
中
で
地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

特
に
自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た
観

光
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
県
外
客

の
誘
致
を
行
い
農
林
業
及
び
商
業

▲ウィーンの街なみ

★視察日程

平成3年9月27日～10月5日　7泊9日

★視察団員

団長　福田町長　副団長　白石議長

団員　中村真佐雄、川上貞也、長尾　保、藤田幸一

岩田　幸房、竹内敏朗、岡田雄成、白木　渡
★視察先

・オーストリア　ウィーン（経由地）チロル州（インスフルック、テ

ルフス、セルデン、イクルス、クラムザッハ、セーラムティラー

・ドイツ　ミュンヘン（経由地）

・ベルギー　プリュ、ソセル（経由地）

の
振
興
を
行
う
こ
と
で
す
。

平
成
五
年
四
月
に
は
、
中
国
横

断
自
動
車
道
米
子
線
が
い
よ
い
よ

完
成
と
な
り
、
近
畿
地
方
と
の
時

間
短
縮
に
よ
る
観
光
時
代
が
目
前

と
在
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
本

町
は
チ
ロ
ル
の
里
の
核
づ
く
り
構

想
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
実
現
の
た
め
と
昭
和
六
十
三

年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州

観
光
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ユ
サ
ー
の

エ
ッ
ガ
ー
氏
の
訪
問
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
返
礼
の
二
点
か
ら
こ
の

た
び
の
視
察
訪
問
を
計
画
実
行
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

第
一
日
　
九
月
二
十
七
日
（
金
）

台
風
十
九
号
の
接
近
の
中
、
十

四
時
五
十
分
米
子
発
の
飛
行
機
に

て
い
よ
い
よ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の

訪
問
が
始
ま
っ
た
。

米
子
か
ら
は
江
府
町
の
九
名
で

出
発
し
、
こ
の
日
の
宿
泊
場
所
で

あ
る
成
田
東
急
イ
ン
で
こ
の
た
び

の
視
察
に
特
別
に
同
行
を
お
願
い

し
た
鳥
取
大
学
白
木
助
教
授
と
待

合
わ
せ
て
、
総
勢
十
名
の
視
察
団

全
員
が
揃
っ
た
。

こ
こ
で
白
木
助
教
授
を
お
願
い

し
た
理
由
を
説
明
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
先
生
は
、
本
町
が

昭
和
六
十
一
年
に
チ
ロ
ル
の
里
構

想
を
策
定
す
る
時
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
チ
ロ
ル
州
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
勤
務
中

で
あ
り
、
現
地
か
ら
ご
尽
力
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
本
年
策
定
し

た
チ
ロ
ル
の
里
梓
づ
く
り
構
想
の

調
査
委
員
長
の
職
を
勤
め
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
日
　
九
月
二
十
八
日
（
土
）

成
田
空
港
発
九
時
五
十
五
分
の

N
H
五
五
六
億
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
向
け
旅
立
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
の

広
大
を
原
野
を
眼
下
に
見
な
が
ら

高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
で
飛
行
、
途

中
給
油
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
空
港
に

着
陸
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
空
港
の
印

象
は
、
電
灯
も
少
な
く
活
気
が
無

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
休
憩
後

飛
行
機
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
向
け
離
陸

し
た
。
日
本
か
ら
九
五
〇
〇
㌔
、

飛
行
時
間
十
三
時
間
三
十
分
（
現

地
時
間
十
七
時
〇
〇
分
）
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
空
港
に
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
の
日
は
入
国
手
続
き
及
び
両

替
を
行
い
、
市
内
の
ホ
テ
ル
レ
ジ

ー
ナ
に
宿
泊
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
建
物
は
、
二

千
年
の
伝
統
が
あ
り
、
ど
の
建
物

も
石
造
り
で
歴
史
の
重
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。
ま
た
、
本
年
は
モ
ー
ツ

ト
チ
ロ
ル
地
方
の
農
家

ア
ル
ト
没
後
二
百
年
で
も
あ
り
、

ど
こ
と
を
く
文
化
（
音
楽
）
的
な

街
で
あ
っ
た
。

第
三
日
　
九
月
二
十
九
日
（
旦

今
日
も
快
晴
、
い
よ
い
よ
ウ
ィ

ー
ン
か
ら
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
へ
と
出
発
、

約
五
〇
〇
㌔
の
距
離
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
走
る
強
行
軍
だ
。

ウ
ィ
ー
ン
市
内
を
後
に
し
て
ア

ウ
ト
バ
ー
ン
　
（
高
速
道
路
）
を
一

路
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
へ
向
か
っ
た
。

こ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
、
ド
イ
ツ

が
軍
事
用
道
路
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
の

人
達
を
働
か
せ
完
成
し
た
も
の
で

あ
り
、
料
金
は
無
料
で
あ
る
。
現

感
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在
は
整
備
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

を
結
ぶ
重
要
を
役
割
を
果
し
て
い

る
。ア

ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
か
ら
の
眺
め
は
、
ウ
ィ
ー

ン
郊
外
は
広
大
な
飼
料
畑
が
延
々

と
つ
づ
き
北
海
道
の
風
景
を
見
る

よ
う
で
あ
る
。
途
中
グ
ム
ン
デ
ン

の
ホ
テ
ル
に
昼
食
の
た
め
立
ち
寄

っ
た
、
メ
ニ
ュ
ー
の
メ
イ
ン
は
ホ

テ
ル
の
前
に
広
が
る
大
き
を
湖
が

あ
り
こ
の
湖
か
ら
捕
れ
た
マ
ス
の

塩
焼
き
で
あ
っ
た
、
こ
の
料
理
は

江
府
町
で
も
十
分
活
用
で
き
る
と

思
わ
れ
た
。
こ
の
湖
は
氷
河
に
よ

り
出
来
た
と
の
ガ
イ
ド
の
説
明
で

あ
る
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は

全
員
が
驚
い
た
。
ま
た
、
周
辺
に

は
沢
山
の
花
が
咲
き
誇
り
ゴ
ミ
も

を
く
美
し
か
っ
た
。

休
憩
の
後
、
バ
ス
は
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
に
向
け
出
発
し
た
。
目
的

地
で
あ
る
チ
ロ
ル
州
が
近
付
く
に

つ
れ
周
囲
の
山
々
が
高
く
険
し
く

在
っ
た
。
道
路
脇
か
ら
す
ぐ
手
入

れ
の
行
届
い
た
牧
草
地
が
広
が
り
、

放
牧
地
は
電
柵
に
よ
り
区
切
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
牧
草
地
は
山
の
中

現況届は　国民年金

誕生月に

提出しましょう

「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
、
毎
年
、
必
ず
誕
生

月
に
提
出
し
を
け
れ
ば
在
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
書
は
、
年
金
を
引
き

続
き
受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
「
現
況
届
」
．
が
提
出

さ
れ
ま
せ
ん
と
、
年
金
の
支
払
い

が
一
時
保
留
さ
れ
ま
す
。

届
書
は
毎
年
、
年
金
受
給
者
あ

て
に
誕
生
月
の
初
め
噴
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
か
ら

お
手
元
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
長
の
証
明
印
を
受
け
て

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

を
お
、
一
回
目
の
　
「
現
況
届
」

は
、
年
金
裁
定
が
行
わ
れ
て
か
ら

一
年
経
過
後
の
誕
生
月
で
す
。
し

た
が
っ
て
裁
定
後
一
年
未
満
の
方

は
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▲ウィーン郊外に広がる飼料畑

腹
に
も
あ
り
、
そ
の
中
に
写

真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
見
た

チ
ロ
ル
の
農
家
が
点
在
し
て

い
る
。
チ
ロ
ル
の
農
家
は
一

階
が
レ
ン
ガ
造
り
で
漆
喰
仕

上
げ
、
二
階
は
木
造
で
屋
根

は
切
妻
、
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ

り
ゲ
ラ
ー
二
ェ
ン
と
い
う
花

が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

屋
根
に
は
煙
突
と
鐘
が
あ
る

の
が
チ
ロ
ル
の
典
型
的
な
農

家
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
高
速
道
路

で
九
時
間
、
こ
の
様
な
延
々

と
続
く
農
村
風
景
を
み
な
が

ら
、
い
よ
い
よ
今
回
の
目
的

地
で
あ
る
チ
ロ
ル
に
到
着
で

あ
る
。

昨
年
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使

用
に
よ
り
発
生
す
る
粉
じ
ん
を
防

止
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
、
環
境
庁

長
官
が
指
定
す
る

地
域
で
は
、
平
成

三
年
四
月
か
ら
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
が
禁
止
に
な

り
ま
し
た
。
鳥
取

県
で
は
、
三
十
の

市
町
村
が
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
使
用

禁
止
地
域
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
イ

脱スパイクタイヤの推進

あなたの串ははき香えましたか

ヤ
メ
ー
カ
ー
も
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販
売
を
全
面
的

に
中
止
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

使
用
し
て
い
た
方
は
、
指
定
地
域

の
積
雪
・
凍
結
し
て
い
を
い
道
路

を
走
行
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

ヽ

一

　

〇

ま
た
、
平
成
四
年
四
月
か
ら
、

違
反
者
に
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
冬
の
タ
イ
ヤ
の
主

流
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で

す
。
私
た
ち
の
健
康
と
地
域
の
環

境
を
守
る
た
め
に
も
、
法
律
で
規

制
さ
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
や
め
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
無
理
な
運
転

は
せ
ず
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
こ
と
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
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平成3年度上半期

財政状況報告

財産表　　（単位千円）積立基金　（単位千円）町税の調定と収入

区　 分 種　 目 数　 量

行政 財産 土　 地 92，125mで

ク 建　 物 16，139打で

公共 財産 土　 地 1．2軋 4251d

◆ 建　 物 18，573n f

普通 財産 土　 地 3．757，4571d

◆ その他 4 ．712千円

基　 金　 名 現 在 高

財　 調　 基　 金 218．940

公 有 林 野 基 金 122．689

土 地 開 発 基 金 10．1錮

ひとづ くり事業基金 100 ．800

集 落 経 営 基 金 472．812

運 動公園整備基金 ≡札∝旧

公共施設等建設基金 408．918

特 別導入事業基金 5．371

地域づ くり事業基金 軋 000

減　 債　 基　 金 軋 749

産業育成資金貸付基金 399

合　　 計 1．555 ，868

一般会計財政状況

㊧

（1α

平成3年4月1日から平成3年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを図表に表わしました。

（単位千円）公債費及び、一時借入金現在高（普通会計）

税　 目 調 定 額 収 入 額 徴 収 率

町　 民　 税 9 7 ，封 8 5 2 ．盟 9 54 ．0

固 定 資 産 税 9 7 3 ，1 1 7 71 9 ．4 5 8 7 革・9

軽 自 動 車 税 7 ．3 59 7 ．13 2 9 6 ．9

た ば こ 税 8 ．4 紡 8 ，4舶 1（肌 0

特 別 保 有 税 3 37 33 7 1（肌 0

合　 計 1 ．0 8 6 ，6 4 7 78 8 ，00 2 7 2 ．5

区　 分 金 額 区　 分 金 牌

一 般 公 共 1．657 過 疎 対 策 1．088．623

一 般 単 独 130．072 地 域 改　 善 135，819

公営住 宅 建設 阻 朋 7 減 収 補 て ん
－

義 務 教 育 67 ，618 財 政 対 策 －

辺 地 対 策 － 財 源 対 策 10．771

公 共 用 地 － 県 貸 付 金 2，肌0

災 害 復　 旧 訪 ．927 そ　 の　 他 526．165

一 般 廃 棄 8 ．740 臨時財 政特 例 2t O16

厚 生 福 祉 210 ．4亜 調　　　 整 11．226

転　 貸　 債 2 ．211

A
lコ

計 l 2 ．3 1 1 ．7 00

平成3年9月30日現在

⑳予捕2・807・626千円臥溝机吼析醐・2％）
一般財源（予算額1，743．213千円　収入済額1，331，132千円　76．上席）

1，077，479千円

788，002千円　73．1％

4即，255千円臥5％

地　方　譲　与税31．亜5千円　6．3n千円　20．1％
自動車収得税19．咄2千円　4．6盟千円　23．腕

利子割交付金13．刃5千円4．7訂千円35．4％
交通安全特別封寸金　紙汗円　4詑千円61．5％
国榔師在鮒金　封汗円　　0千円　0．脇
寄　　附　　金　100千円　　〇千円　0．㈱

116．189千円24．6％

地　方
交付税

特定財焉（予算頼1．％4，413千円　収入漬額れ428千円　7．3％）

408．594千円

11，謂6千円　2．8％

筋17冊円
％数値は予算額に対128．330千円する百分率

356，789千円

⑳予糊2・町626千円支出済錮8朋千円32・7％

751，584千円

163，581千円　21．8％

201，637千円　43．0％

197．039千円　51．5％

80．521千円　31．4％

26，143千円11．1％

93，163千円　41．4％

151，022千円

53，539千円　35．5％

諸支出金77．盟7千円
機会千7乙茄2千円
消防費71，亜1千円
商工千67．糾2千円
災専祖日韓35，1∞千円
予備　井11．劉汗円
労働★　167千円

膀
弼
掬
弼
碗
㈱
弼

9
4
1
4
2
馳
0
．
0
飢

脚
脚
脚
潤
仰
珊

7
3
0
罰
鮎
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▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
国
民
栄
養
調
査
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
。

国
民
栄
養
調
査
は
、
健
康
増
進

栄
養
改
善
対
策
を
考
え
る
う
え
で

の
基
礎
資
料
と
し
て
国
民
の
健
康

状
態
及
び
栄
養
素
摂
取
の
実
態
等

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
元
年
度
の
結
果

に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。栄

養
素
別
に
う
ま
く
と
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
み
た
の
が
図
王
で

す
。

（図Ⅰ）栄養素等摂取量と調査対象の
平均栄養所要量との比較（調査対象の平均栄養所要量＝100）

2 5 1

1 5 1 158

川 1 12 1 用 7 1 23

＝

エネルギー　　　カルシウム　　　ビタミンA　　ビタミン82

たん白鷺　　　　　畿　　　　ビタミン81　　ビタミンC

不
足
し
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム

調
査
対
象
者
の
平
均
的
と
っ
て

い
た
だ
き
た
い
栄
養
素
の
量
を
一

〇
〇
と
し
て
、
実
際
に
と
ら
れ
て

い
る
量
を
棒
状
に
表
わ
し
た
も
の

で
す
。
一
〇
〇
に
足
り
て
い
な
い

の
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
で
、
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン

類
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
平
均
的
に
は
、

適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
近
づ

き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
摂
取
量
に
占
め
る
脂
肪
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
が
前
年
に
ひ
き
つ
づ

き
多
く
を
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
多
い
塩
分
摂
取
量

図
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
塩

摂
取
量
は
、
平
均
一
人
一
日
当
た

り
十
二
、
二
グ
ラ
ム
で
前
年
と
同

値
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
目
標
摂

取
量
二
日
十
グ
ラ
ム
以
下
）
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
別
で
は
、
東
北
、
北
関
東
、

北
陸
で
多
く
「
東
高
西
低
」
の
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
調
査
で
は
、

三
十
歳
以
上
の
男
女
約
七
千
五
百

人
を
対
象
に
、
実
際
に
万
歩
計
を

つ
け
て
歩
数
を
調
べ
あ
わ
せ
て
、

血
圧
や
血
液
検
査
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
図
Ⅱ
）

そ
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
一

日
一
万
歩
以
上
歩
く
人
は
全
体
の

一
六
・
二
％
で
、
ほ
ぼ
六
人
に
一

人
。
男
性
は
二
一
・
四
％
で
五
人

に
一
人
、
女
性
は
二
一
・
〇
％
で

八
人
に
一
人
の
割
合
で
す
。
そ
の

反
面
、
二
千
歩
に
満
た
な
い
人
が

九
、
四
％
も
あ
り
ま
し
た
。
一
日

の
歩
数
は
男
性
が
平
均
七
千
七
十

五
、
女
性
が
六
千
二
百
二
十
二
で
、

男
性
が
女
性
よ
り
一
〇
％
多
い
よ

う
で
す
。

年
齢
別
で
は
、
三
十
代
が
七
千

五
百
、
五
十
代
が
六
千
九
百
、
七

十
代
が
三
千
七
百
と
高
齢
に
在
る

ほ
ど
歩
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

歩
く
と
増
え
る

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

一
日
の
歩
数
と
H
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
の
関
連
を
調
べ
た
結

果
、
「
歩
く
」
効
用
が
く
っ
き
り

で
て
き
ま
し
た
。

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、

血
管
内
の
余
分
を
脂
肪
分
を
ど
を

肝
臓
に
運
び
、
動
脈
硬
化
を
ど
を

防
ぐ
こ
と
か
ら
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
正

常
値
は
五
〇
～
七
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム

／
路
、
多
い
の
は
問
題
な
い
が
四

〇
以
下
は
要
注
意
で
す
。

調
査
の
結
果
で
は
、
男
性
の
平

均
は
五
〇
・
四
、
女
性
が
五
五
・

九
。
二
千
歩
未
満
の
男
性
は
四
七
・

六
、
女
性
五
三
・
七
で
す
。
歩
数

に
比
例
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量

も
増
え
、
一
万
歩
以
上
は
、
男
性

五
三
・
八
、
女
性
五
九
・
八
と
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
く
と
下
が
る
最
高
血
圧

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
加
え
て
、
H
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
異
常
の
あ
っ
た
方
の
み

に
個
人
通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
国
民
栄
養
調
査
の
結
果
は
、

興
味
深
い
こ
と
で
は
を
い
か
と
思

い
ま
す
。

次
回
は
、
江
府
町
の
検
診
で
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
結
果
に
つ
い

て
と
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
書
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

歩
数
と
血
圧
に
も

相
関
関
係
が
あ
り
、

二
千
歩
未
満
の
人
が

最
高
血
圧
百
四
十
、

最
低
血
圧
八
十
と
や

や
高
め
な
の
に
対
し

て
、
一
万
歩
以
上
の

人
は
、
最
高
百
三
十
、

最
低
八
十
と
最
高
血

圧
が
さ
が
っ
て
い
ま

す
。江

府
町
に
お
い
て

も
、
今
年
か
ら
住
民

検
診
の
中
で
、
総
コ
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Soumu
四角形

Soumu
四角形



（la

人の動き

10月届け
（敬称略）

宇
田
川
　
賢

牧
野
　
美
枝

町
島
　
克
徳

越
峠
　
歩
美

武
庫

米
子
市
か
ら

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

下
蚊
屋
か
ら

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

小
江
尾
篠
田
　
邑
也
成
一
長
男

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

久
連
谷
口
茂
7

9
歳
万
亀
代
宅

下
安
井
桧
原
喜
八
8
6
歳
崇
志
宅

地
の
内
加
藤
憲
三
7
4
歳
泰
子
宅

美
用
景
山
ス
テ
ヨ
8
4
歳
陽
治
宅

荒
田
井
上
た
き
よ
9
1
歳
昭
宣
宅

尾
上
原
宮
本
玄
信
8
9
歳
知
衛
宅

下
安
井
久
木
寿
恵
8
9
歳
虞
宅

宮
市
原
松
本
発
作
9
6
歳
賓
宅

㊤＠㊨㊦㊨由∵

簡単には儲らない

「マルチまがい商法」

最
近
、
商
品
の
購
入
者
を
紹
介

し
て
手
数
料
を
も
ら
う
、
い
わ
ゆ

る
マ
ル
チ
、
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
商
法
で
取
り
扱
わ
れ
る
商

品
は
、
循
環
温
浴
器
、
健
康
器
具
、

健
康
マ
ッ
ト
、
掃
除
機
、
洗
剤
、

浄
水
器
、
健
康
食
品
を
ど
が
あ
り

ま
す
。
簡
単
に
金
儲
け
が
で
き
る

よ
う
を
言
葉
で
組
織
へ
人
を
誘
い

込
み
、
商
品
販
売
を
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
た
め
、
勧
誘
し
た

親
し
い
友
人
、
知
人
を
巻
き
込
み
、

大
切
を
人
間
関
係
を
壊
す
こ
と
に

も
を
り
か
ね
ま
せ
ん
。

特
に
、
若
い
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

中
に
は
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
会

社
を
辞
め
、
勧
誘
に
ひ
た
す
ら
走

っ
て
い
る
、
と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
に
勧
誘

や
販
売
が
で
き
を
い
と
借
金
や
名

義
の
無
断
使
用
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
も
を
り
ま
す
。

簡
単
に
儲
か
る
よ
う
を
う
ま
い

話
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
儲
け
話
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第249号

高
後
み
の
る

川
上
　
和
子

吉

田

　

一

川
上
あ
り
さ

藤
田
　
　
等

槙
田
　
順
子

道
祖
　
　
薫

加
藤
　
千
恵

川
上
　
円
佳

相
田
　
英
二

宮
本
　
哲
也

伊
達
志
津
子

近
藤
　
英
義

景
山
智
富
美

大
家
　
浩
文

川
島
絵
理
子

石
倉
　
精
二

藤
田
美
智
子

米
子
市

小
原
か
ら

金
沢
市

美
用
か
ら

大
阪
市

下
安
井
か
ら

米
子
市

助
沢
か
ら

御
机

大
阪
市
か
ら

俣
野

福
岡
県
嘉
穂
郡
か
ら

日
南
町

宮
市
か
ら

米
子
市

実
用
か
ら

松
江
市

江
尾
か
ら

ニ；コ
」
」

10月中寄託分

荒
　
田
　
　
井
上
　
昭
宣
　
梯

（
祖
母
た
き
よ
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
い
と
し
て

□
香
典
返
し
と
し
て

下
安
井
　
　
松
原
　
崇
志
　
様

（
父
喜
八
梯
ご
逝
去
）

美
　
用
　
　
景
山
　
陽
治
　
様

（
母
ス
テ
ヨ
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
　
宮
本
　
知
衛
　
梯

（
父
玄
信
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
　
各
務
　
亀
市
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

一
旦
　
　
古
川
　
直
行
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
下
坂
　
正
人
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
　
奥
田
　
益
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
関
内
　
隆
文
　
様

（
長
男
一
郎
様
退
院
）

新
　
二
　
　
古
川
　
園
香
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
砂
原
の
ぶ
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
　
浦
部
美
代
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
　
藤
原
　
義
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
大
庭
　
麻
男
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
　
清
水
　
信
雄
　
様

（
三
男
稔
様
退
院
）

半
の
上
　
　
橋
谷
　
　
愛
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
九
月
末
累
計
額

一
、
五
七
〇
、
一
五
五
円

2
、
十
月
中
寄
託
額

二
三
七
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
　
七
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
六
二
、
〇
〇
〇
円

3
、
十
月
末
累
計
額

一
、
八
〇
七
、
一
五
五
円


